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(1) 

0)45( 2 ≦ xyy が表す領域は、 y 軸に関して対称であるから、 0≧x について考える。 

50 x≦ のとき 052 x    0)1(4)5( 22 ≦ xyyxyy  

10 x≦ のとき 012  x であるから 10 2  xy≦≦  

51 x≦ のとき 012 ≦ x であるから 012 ≦≦ yx   

x≦5 のとき 052 ≧x    0)9(4)5( 22 ≦ xyyxyy  

35 x≦ のとき 092 x であるから 092 ≦≦ yx   

x≦3 のとき 092 ≧x であるから 90 2  xy≦≦  

 

以上、対称性により 

10 x≦ のとき 10 2 xy≦≦  51 x≦ のとき 012 ≦≦ yx   

35 x≦ のとき 092 ≦≦ yx   x≦3 のとき 90 2 xy≦≦  

0)45( 2 ≦ xyy が表す領域は、右図(a)の通り。 

これと、 0322 ≦ xxy 、 4)1()3)(1( 2  xxxy≦ との共通範囲は、 

右図(b)の通り。いずれも境界線を含む。 

 

(2) 
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